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令和６年２月に発生した医療事故について 

 

 令和６年２月、当センターにおいて発生し、令和６年５月１日に事故の発生について公表した医療事

故について、外部の専門家を含む院内医療事故調査委員会（以下「委員会」という。）を設置し、原因究

明及び再発防止の検討を行いました。 

 このたび、委員会による医療事故調査報告書（以下「報告書」という。）がまとまりましたので、ご家

族にご了解いただいた範囲で公表します。 

 当センターとしては、この事実を重く受け止め、再発防止に向けて職員一体となって取り組んでいき

ます。 

 

１ 概要 

 ○ 患者（10歳代・男性）は水頭症に対する脳室腹腔シャント（以下「VPシャント」という。）の機

能不全（シャント閉塞）のため入院。シャント再建手術を待機している間に急激な頭蓋内圧亢進を

きたし、入院翌日に緊急手術（シャント再建術）を施行したものの、高度な脳損傷に至り、入院 19

日目にお亡くなりになられた。 

 ○ 当センターでは、この事例について、医療法第６条の 10第１項に規定する医療事故に該当すると

判断し、医療法の規定による医療事故調査制度に則って委員会を設置し、原因究明及び再発防止の

検討を行った。 

 ○ 委員会は、医療行為実施時点における情報について、事前的視点から検証・分析を行った。なお、

シャント不全治療に対するガイドラインやマニュアルが存在しないことから、脳神経外科専門医及

び小児神経外科学会認定医による見解を評価基準として検討を行った。 

 

２ 委員会から示された再発防止策 

(1) VPシャント機能不全管理の改善 

 ① 手術待機中のシャント穿刺/排液のスケジューリング 

   VPシャント機能不全に対し、脳室側シャントの疎通性が保たれている場合には、待機手術が可能

であるが、待機中には、患者の特性やシャント穿刺/排液に伴う感染リスクなどを考慮した上で、計

画的なシャントからの穿刺/排液を行うことが望まれる。 

 ② 診療科間の情報共有に関する体制整備 

   当院においては、高度の専門性という大義の下、診療科間に不可侵のムードが存在し、部署を横

断した積極的な関わり合い（診療行為への良い意味での干渉）を阻む構造となっていることが指摘

されている（令和６年２月、神奈川県立病院機構医療安全推進体制に係る外部委員会調査結果報告

書）。 

   入院後に予期していない病態変化を認める場合には、関連診療科の代表が参集して緊急カンファ

レンスを開催するなど情報共有の機会を設けることが必要である。また、脳神経外科医が院内にい

ない場合の評価、対処方法などについても関連診療科間で統一しておくことが求められる。 

 ③ 脳神経外科診療体制の改善 

   夜間休日において脳神経外科はオンコール体制となっている。オンコール医を呼びにくい背景と

なっている診療体制（オンコール医が夜間に呼ばれ診療を行い、十分な休息が取れない場合でも、
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翌日通常勤務になる勤務形態）の改善や脳神経外科医オンコール医を呼び出すべきオンコール基準

の明確化などが望まれる。 

 ④ VPシャント機能不全管理対策の多職種間での共有 

   VPシャント機能不全管理に関して多職種が参照できる手順書を作成、定期的に内容の見直しを図

り、関係部署で共有することが望まれる。 

 

(2) IC（インフォームドコンセント）の適切な施行とリスク提示 

 ① 院内ガイドラインに沿った ICの適切な施行 

   医療者が医療を実施する際には、機を逸することなく、説明と同意が行われ、その内容について

カルテ記載する、医師以外の医療スタッフの同席に努めるなど、院内ガイドラインを遵守する必要

がある。その際、患者家族の反応を含めて記載すべき事項の整理された院内共通の記載方法で記録

されることが望ましい。 

 ② VPシャント機能不全の ICにおける合併症などのリスク提示 

   VP シャント機能不全の IC 内容には「急激な脳圧亢進により生命の危険をきたす可能性がある」

ことなど、合併症に関する記載を追加することが求められる。 

 

参考 神奈川県立こども医療センター院内医療事故調査委員会の概要 

１ 委員 

  高橋 浩一委員長（医療法人財団 順和会 山王病院脳神経外科部長）他８名（外部の専門家４名及び

当センター職員４名） 

 

２ 経過 

年月日 内    容 

令和６年２月 医療事故発生 

令和６年４月２日 医療事故調査・支援センター報告 

令和６年７月２日 第１回委員会 

令和６年８月６日 第２回委員会 

令和６年９月 10日 第３回委員会 

令和６年 10月１日 第４回委員会 

令和６年 11月 報告書をご家族に説明 

令和６年 11月 21日 医療事故調査・支援センターへ結果を報告 

 

 

 

問合せ先 

 神奈川県立こども医療センター 

 副院長永渕、副事務局長大山 

   電話 045-711-2351（代表） 

 


